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   Based on a relationship between the winter sea-ice divergence/convergence and summer ice area, we predicted the ice area 
in this summer. For this prediction, daily ice concentration and velocity products are derived from the satellite passive 
microwave sensors AMSR-E and AMSR2. The summer sea ice forecast was released three times on May 30, Jun 30 and July 
31 (http://www.1.k.u-tokyo.ac.jp/YKWP/2014arctic_e.html).  
 
	 北極海の夏季の海氷分布は冬季の海氷漂流パターンと関係がある（Kimura	 et	 al.,	 2013）。これは冬季の海氷
の動きによって春季の海氷の厚さ分布が決定され、それがその後の海氷融解の速さに影響するためだと考えられ
る。この関係をもとに、我々は 2010 年から夏の海氷分布の数ヶ月予測を行ってきた。	 
	 昨年と同様、予測には人工衛星搭載のマイクロ波放射計 AMSR-E および AMSR2 による観測データから計算した海
氷密接度と海氷漂流速度を用いた。昨年までの手法からの主な変更点は、1.	 主に太平洋側海域で見られる長期の
減少傾向が 2011 年で止まっていると仮定して計算した点、2.	 過去のデータをもとに海域ごとの予測値の平均誤
差を見積り、誤差範囲を示した点、3.	 6 月以降も新しいデータを加えながら予測を更新した点である。まず 5 月
30 日に第一報を、その後、6 月 30 日と 7 月 31 日に第二、第三報をウェブ上で公開した(http://www.1.k.u-tokyo.	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図１：第２報による 9 月 11 日の海氷分布予測	 
図２：海氷最小期である 9 月 11 日の海氷面積の変化と
今回の予測値。黒線：観測値,	 灰色点線：第一報での
予測値,	 灰色実線：第二報での予測値	 
